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下記の二問に答えよ。 

 

1. 「国際秩序が高度に制度化されている場合、その秩序は国家間のパワー分布が変化しても
崩壊しにくい」という主張の妥当性について、自分の見解を述べよ。ただしその際に、自
分と異なる見解の論者からどのような批判があり得るかも考慮し、その批判に対する応答
も含めて論じること。 

 

2. 「ある二国間で貿易が盛んになると、その二国間での武力紛争は起きにくくなる」という
主張の妥当性について、自分の見解を述べよ。ただしその際に、自分と異なる見解の論者
からどのような批判があり得るかも考慮し、その批判に対する応答も含めて論じること。 

 

 

【出題意図】 

 どちらの問題も、基本的でありながら論争的で、様々な答えのあり得る国際政治学の問いに関
連している。特定の正解を想定している訳ではない。どのような主張をするのであれ、演繹的に
妥当な論理を組み立てる能力があるかどうか、経験的に妥当な根拠を提示する能力があるかど
うかを確認するのが、出題の意図である。 

 
                                                  関西学院大学大学院法学研究科  


